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戸隠地質化石博物館 外観は小学校そのもの 
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日本地質学会 学術大会（2015長野）に参加 

9月11日（金）～15日（火）、長野市の信州大学で開催された地質学会に行ってきました。 

 宿泊先がたまたま長野盆地西縁断層の真上だったので、早起きして学会が始まる前に歩き回って

地形を見ました。沈降している長野盆地と上昇している飯綱高原の境界の活断層で、NHKの電波塔

がある城山の東側の崖～善光寺大門～県庁付近を通っています。裾花川の扇状地の北西側を何段に

も切り上げているように見えます。高くなった側に善光寺が建っていますが、北側の箱清水に向か

って低くなっているのは、扇状地面の南側が持ち上げられたために逆傾斜になっているのでしょう

か。扇状地末端の地形を勉強しなければと思いました。この活断層の地下で1847年に善光寺地震が

発生し、そのとき新たに地表に現れたずれ目が裁判所東の道向かいのひまわり公園に残っています。 

 9月14日（月）～15日（火）は、北アルプス爺ヶ岳の地質見学に参加しました。160万年前、ま

だ北アルプスの標高が1000mぐらいだったころ、爺ヶ岳と槍・穂高は大きなカルデラ火山でした。

その火砕流は、西は飛騨高山、東はフォッサマグナの大峰高原に達しました。そのころから北アル

プスは西側が上がるように回転しながら大きく上昇し、爺ヶ岳カルデラはほぼ垂直に立ち上がり、

地下で固まった花こう岩が黒部の側に広く露出しました。鹿島槍～扇沢は花こう岩、爺ヶ岳はカル

デラを埋めた火山岩です。爺ヶ岳の南峰と中央峰の間で、カルデラの底にたまった堆積層がほぼ直

立してしまった姿を見ました。（河本） 

 

9月13日（日）、地質学会による野外見学の1つ、「海

だった長野の生い立ちを学ぶ」に参加しました。バス

で長野駅を出発し、途中で地形や地層を観察しながら、

戸隠地質化石博物館を目指しました。 

戸隠から長野市街へ流れる裾花川沿いの地層は、泥

や砂の堆積岩を主体に、火山灰が固まった凝灰岩など

からなります。約1500万～300万年前まで、戸隠周辺 

は海でした。そこへ厚い地層が堆積、その後、海底が隆起して山となったため、現在は山奥でも海

の生物の化石が見つかります。約400万年前の地層からは、クジラや貝類の化石が産出しています。 

戸隠地質化石博物館は、廃校となった小学校を丸ごと利用しています。3階建て校舎の構造をそ

のまま生かしており、1階は受付や図書室、3階が常設展示室となっています。中間の２階には体験

を通して学べる「ミドルヤード」と呼ばれる場があり、収蔵庫の見学や化石のクリーニングなど、

様々な体験行事が行われています。そのほか、他の学校から譲り受けた標本や古い教材も収蔵して

います。山間地にあり、公共交通機関での来館は難しいのですが、ユニークで魅力的な博物館でし

た。案内していただいた学芸員の方の考え方も参考になり、とても勉強になりました。（榊原） 

裾花川上流の露頭。海の生物の化石が見つかる。 



 

 


